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　現今教員養成大学において、学生の履修すべき駅職課程は全過程０約20％を占めているが、既
に卒業して現職０駅師をしている者（ヽ師範学校０卒業生そ０他をも含めて）について、何が在学中
履習した駅職課程の中で最もためになったかを調べたところ、教育実習及び授業０観察参加・各科
教育法・教育原理沁そ０他０順となっていた。この結果は現在欧会科教育法を担当している筆者
にとりてまことに責任０重大さを覚えさせた。即ち筆者を含めて各科駅育法を担当している本学教
官０多くは中学校（Z）分野における学習指導０経験が殆どなく、少々あるといつてもわづかに実験校
における位０ものであって、実際的見地よりすれば権威者だとは云えないからである。事実本学部
において各科教育法を講じてなる教授連０多くが、新制の中学校或いは高等学校は已むを得ないと
しても、旧制０小学校若しくは中学校の分野における経験を持ってならす、専ら理論的見地からＯ
み各教科教育法を講義している現状であるから、われわれはっとめて駅育実習や観察参加と０緊密
な関連０下に講義を･すｘめていくように心掛くべきであろう。
　しかも、われわれ０同僚間において、各教科内容の精通の方が教育方法に関する理論を把握する
ことよりもっと重要ではないかという論議が行われている現実である。或者はわれわれは･旧制大学
において激職課程としてはー科目もなかつたし、せいぜいとったとしても教育概論と駅育史０二科
目に過ぎなかったが、現在学生に駅授するに支障を来さない。駅科内容即ち専門教養課程が本であ
って教授方法などは教授技術０末である、本さえ立てば教授するため０手段・計画を考慮するに苦
痛は感じないと主張する。他０者は、いや教科内容０知識０訣如は独自０仔|学によって克服される
０であるからヽ方法こそ修得さるべきであると主張する。こ０論垂は又現場数師叩にも行われ１=い
るし、激育関係０学生聞においても亦論じられているところである。けだし、授業（学習指導）が
生徒０能力０最高度に達することであるならば、激師が自分０分野に着ける激科内容に精通すべき
１全く同じ例がBining: Teaching the Social Studiesin Secondary Schools, 1941, New Yorkの209頁
　に報告されている。
２ 　　高知大学学術研究報告　第３巻　第２号
一
であろうし、叉よき授業には必須の教育哲学０一部としての心理学をも含めて方法のすべての分野
にわたる該博な知識を有してならなければなるまい。即ち数師０学殖は勿論、毎日０激室における
指導方法も亦そ０教育の成功ぞ成功の鍵を握っているわけであるｃ.隨って、こいこ各科における教
育方法のー習も必要な所以が明らかになった。筆者もこ０理山０下に祗会科激育法の重要性を意識
し、吃に自身の実地に訃ける指導０必要を痛感して実験学校において獣会科日本史０学習指導を行
ったものであるが、それによって気けいた点をまとめてみたものが、こ０さゝやかな報告である。
11
　これから本論に入るわけであるが、本章では先づ現場たる中学陵において、獣会科日本史の学習
がいかなる指導方法によって実施されているかということから始めたいと思う。筆者は実験学校に
おいて日･本史を指導するに当って、高知県下０全高等学校及び中学校に対して、日本史担当教官氏
名及びそ０学歴・主に使用している指導方法・使用教科書名とそ０採択理由そ０他０項目に関して
葉書による回答を求めたところ119校０回答を得た。次に指導方法に関する結果を示すが、これは
回答校０表現０まい
高知県高、中学校における靴会科日本史学習に訃ける
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　以上の如く一校を除く外すべての学校は、教科書にもとづいで学習をすゝめ、主に使用する方法
は講義法によることがわかる。勿論こい
味でなく歌育方法£)用語ではむしろ歌科書法といわるべきものと想われ'る。さてこの調査０行われ
た昭和26年は米国式新歌育０風吏した頃であったので、講義法と回答することは余程はばかられ
たも０らしく、参考書その他研究資料の不備０ため已むを得ず講義を中心としなければならぬが、
自主的学習方法が理想であることは考えているも０であるといった意味０ことわり書を付したもの
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が少くなかった。又上０数は学校０数であり、一校に数名０日本史担当教官があるなら中には異な
った方法が用いられているわけであろうから、学校単位で調査したことは充分でない。その他批判
すべきことがあるが今は姑らく措くことにして、講義を中心にした教科書法が殆どすべてを占めて
おることに果して根拠があるかどうかということから議論を進めることにする。
　一体敬育方法に関して論議をする場合、最善０方､法というも０はあり得ないというのが常識であ
ろう。最近０医学０進歩はそ０治直に当って所謂特効薬を普及せしめたが、教育（Z）部面においては
か･､る特効薬とか万能薬に匹敵する指導方法はない。あるとすれば色んな手続指導法０組合わせで
あろう。
　先程現職の教師が講義と書くに躊躇したことに触れたが、その心理を考える必要がある。今日の
教育界における敬師０一傾向として、流行語たる　ｊなすことによって学ぶ」という新激育０原理
が、果して正レく解釈されているで必ろうか。例えば生徒が教科書を読んでなれば「自己活動」で
あり、教師の講義を聞いてなれはF受動的」であるという０である。しかし歴史０時間において問
題解決が行われている場合、生徒は教科書から多くの贅料を手に入れ、更に教師の講義によって重
要な資料を獲得する。そ０際、どうして印刷された頁から目によって心に入った方が、教師０口か
ら耳によって生徒０心に入った方より貴いという０か。印刷機によって出現した文字は、生きた人
格０ほとばしりである話には数等及ばない０ではなかろうか。
　今日０教育の悪弊０一つに新しい標語に支配され過ぎる傾向はないか。教師が講義していると生
徒は受動的だと非難する。しかし歴史０時間は工作や遊戯０時間どちがつて、身体的活動ではな
く、精神活動０時間でめるｏ教科書を読む即ちなすことといっても、それは目的０ため０一つの手
段で勿る。教師０講義を聞くことは、身体的には受動的であるが、心的活動においては決して受動
的ではない。殊に歴史は、広い内容をもっも０であって、事実０錯綜の中へ生徒が陥いれられる危
険なしとしない。生徒は歴史的事実を覚えても、そ０理解は不能である。而も歴史０もつ連続性と
いった根本的原理を生徒に正しく理解さすためには、教師０講義以外には方法がなかろう。次に歴
史的事件はそれにふさわしい背景がなけれぱ理解が困難であるし、理解させないで事件を覚えさす
０みでは歴史は生徒に興味を具えないばかりでなく嫌悪させるに至る。そ０ためにも教師による明
確な講義が必要な０である。而も中学校に訃いては現在、第二学年に於て週一時間第三学年におい
て二時間日本史が課せられているが≒それでは二年間を油じて実施時間がUO時間に及べば成功
と云わなけれぽならす、そ０位０時間では、若し教師の適切な講義がなか夕たら、いかなる方法で
豊かな資料を生徒へ具えることが出来る０であるか。講義は時間０節約以上に生徒０興味を生ぜし
める上にも絶対に必要な０である。
　序に「激科書法」という用語が出たからそれについて一言する。わが国０中学院における学習Ｏ
殆どすべては教科書を以て進められていることを以てすれば教科書法といえよう。しかし、方法と
いう見地から教科書法というのはどうかと思われる。即ちこれは余りにも粗雑にして曖昧な表現で
あるからである。教科書法と云った場合は殆どすべての教授法又は型ち一トピッタ法・単元法・
問答法・講義法、契約法・ブロック法・実験室法・問題法・構成法・監督学習法・脱会化法・発展
２歴史が社会科/てlおいてﾆ、現代社会理解するため、歴史はその背景を与えるために課せられるものであ
　るという意味疋おいて、即ち社会科から分離した「日本史」でなく社会科日本史と呼ばれる以上は、
　第一学年から第二学年にかけて、或は第二学年のみにおいて一週五時間位の時間を設けて短期間に日
　本史の課程を終了させた方がよいと忌われる。中学生に一週一時間或いは二時間の課業でだらだら進
　めるのは感心しない。　　　　●　｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△
'^E.B.Wesley: Teaching the Social.Studies、1942、454-536頁
４　　　　　　　　　　　　高知大学学術研究報告　第３巻　第２号
　　　　　　　　一一一一
・源泉法－が学習の基礎として教科密を用いる場合当然使用岑れ得るからである。敬科書は、最
も経済的に学級全員に対して基礎的資料を輿える甚だ便利なも０であるから、これを使用して講義
によって歴史０指導が行われる現状は当然０ことであって、講義することにうしろめたさを感する
必要は毫もない０である。
ｌ
　次にそれでは調査に現われた指導法の中でどれが最も理想的であ｡るかと問われるならば、方法は
必要に応じて各指導法が用いらるべきであろうから、適当にそれらの方法を組合わすと返答せざる
を得まい。先に掲げた調査０中に、吸師中心０｢詰込み主義｣というのが見られる。これは古い型
０歌授法であり、生徒をして考えさせす、生徒の能力を自主的学習０ために訓練しない一学習Ｏ
責任をすべて教師０側のみにおく方針－である。これは調査には一名しか現われていないが実際
にはもっと多いと思われる。分団活勁とか討論、問答な･どを併用していても教師中心０｢授業｣で
あることが往々にして見受けられるからであるｏ
　一体、靴会科０日的は生徒０環境に訃いてその能力の許す限り生活を豊かにし発展させ、自らＯ
住む地域を愛するという方法で、民主的祗会に適応する訓練をすることを考えられ、そ０具体的目
標として靴会科に関する基礎知識(Zﾆ)獲得、推理力・批判力の養成・習慣と技能０形成・道徳意識の
昂揚などと共に自主的学習０訓練が忘られてはならない。日本史０指導も、牡会科から分離した学
科として指導するなら別であるが、現在｢獣会科白木史｣と銘打つ以上、日本史学習によってもこ
０自主的に学習する能力を訓練しなければならない、否、歴史こそはそ０性格より最も自主的学習
を必要とする科目○一っな０である。　　　　　　　　　　　　　。１
　さて、自主的学習０訓練は、生徒に自発的に勉強するように命じたり説諭するだけではなされな
い。生徒に望ましい学習の習慣をつけることは、その科目の内容を習得させることと同程度にお々ヽ
て教師０重要なる責務である。吸師は最良の学習０仕方を生徒が身にっけるために、多く(Z)努力を
なすべきであり、そ０ような方法で実際０学習も行っていかねばならない。
生徒に学習(Z)責任を持たせると云っても、その訓練なしでは、彼等０能力に限りがあるから勿論
途方にくれ、落胆するｏ七かしそこに吸師０助力が呉えられると生徒は勇気百倍して自力で解決の
道へ進もうとする。教師は次第に助力を減少させていく。。
　か１る自主的学習の訓練に当って、吸師が先づ生徒に指導すべきことぱ、生徒０激科書の読み方
の修得である。生徒０教科書を読み、且つ理解する能力(Z)訣けていることは驚くべきであるが、こ
れを小学校歌育又は国語吸育０責任として批判しでも無駄である。　祀会科の吸師は、これを自ら
の責任としなければならぬ。多くの生徒は、雑誌を読むこと!､教科書を学ぶ相遼さえ知らない。
　教科書０読み方０訓練として、先づ激師は節の研究の基礎的な練習から始めなければならぬ。先
づ学級全休に一節を声を出して読ませ、次にその中で最も重要な箇所に印をつけさせるｏ‘次に節と
節との関係、それらの節がその表題(項目)にどん､な関憚があ乙かを取上げさせヽ最後にその章を要
約するごとを指導する。次に単元０要旨が作られ、｀全休０見通しが立てられるようになれぼ、生徒
は相関々係の取扱い方が可能となるので、そこで読書術を一応身にっけたことゝなる。叉吸科書は
生徒(Z)自主的研究０ために、目次・索引・概観・要約及びその他０付録を設えているから、それら
０利用法が指導される０は云う迄もなかろう。かくて激科書を読むということは、声を出して読む
ことでなくして、激科書内容０分柝・比較・評価といった知的活動であることを理解し、それは研
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究課程に鳶ける発端である･ことを知るに至るであろう。
　更に自主的学習を論するに当っては、当然課題（又は･宿題）について論じなければならぬが、こ
れに関しては次０章において喩れることにして、次に自主的学習Ｃ）訓練において、そ０鼓果を上げ
るため０工夫として「勉強の手引」※4とでも名付くべき印刷物を生徒の帳面の表紙裏にでも貼って
なき、たえず心掛けさせてはどうであろうか。玖にそ０例を禎げるｏ
　　　　　　　　　　　　　勉　強　の　手　引　き
１、勉強を始める時には、自分の周囲をキチンと片付けで、勉強が気持よく進められるようにするこ
　　と。　又勉強が中断されないように、教科宙、參考書その他必嬰なものはすべてそろえておくこ
　　と。
２、次の時間は何が問題になっているか（課題）を明確に心に留めて、その解決に向って周到な計画
　　を立てること。
３、なるべく早く仕事をすませるように、元気よぐプアイテング、スピリットを以て机に向へ。
４、先づ前の時間に学んだところで大切なことを復習すること。
５、次に課題をもう一度読み直せ。
６、新出語があったら必ず辞書を引け。
７、知らぬ地名は必ず地図で場所を確めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
８、項目を心に留め、各節や文段の要旨と項目との関係をつけてみること。　　　　・　　‥
９、資料のしらべが一応すんだら、重要点を明確にするため要約を帖面に書くこと｡･
10、次に翫科書を閉ぢて、心の中で重要な点をそらんじて見よ。・
11、わからぬ箇所に印をつけ、次の時間には必ず一つは立恢な質問を先生にすることが出来るように
　心掛けよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｡｡
12、自分の良心が許すまで勉強を続けよ。
　以上の如く、･自主的学習を訓練しつい歴史の学習が進めていくのが望ましいが、この方法は所
謂管理学習といわれる手続である。この管理学習が理想的に行われるためには、教室０時間中に課
題（割当）がなされ、直ちに生徒たちは各自そ０問題を解決すべく研究がなされるわけだが、そＯ
ためには駄室時間は、現行０倍－90分にする０が望ま’しく、所謂二重時開法剛がこれである。
　これによると、教室時rl以外の学習は大いに切詰められるか、全く廃止されて、生徒は学用品を
４この例はW.S. Monroe: Directing Learning in the High School, New York, 1927, p. 422のStudy-
　guidance Sheets を参考に作？てみたものである。
５
例 復
課
習（又は導入、調査、講義Sj含む）
題
休　　憩（軽い体操、用便など）
課題研究（
･･20分
‥20分
‥　５分
教師は各個）指導
れば全員へ注意を　…35分
　　　　　　　　概括、評価（まとめ）　　　　　　　　　■ 10分
この例はMabil E. Simpson: Supervised Study .in American History、1924を參考したものである。
６ 　　高知大学学術研究報告　第３巻，第２号
－一一　　　　　-
教室に残したまゝ帰宅させ得るわけであって、宿題を出すことから解敏されるのみならす、生徒は
自主的学習を身につけ、而も教師によって佃人差による指導をも受けることが出来る０である。然
しこ０ためには、現在呉えられた授業時間数は二倍さる'べきであって教師(Z)負担は増え、従って教
師０定員も増加されなけれぼならぬ。生徒は表面に於いて授業時間は多くなるようであるが、家で
の宿題の時間はこれを必要としなくなるので、反ってそｐ負担は軽減されることゝなろう。筆者は
近き将来に訟いて、是非この計画を実験したいと思っ七いるわけである。
iV‘
　　以上筆者は望ましい学習指導法としては管理学習の手続の下における所謂｢二重時間法｣が実施
　されることであろうと述べたわけであるが、実施するとなると色んな困畷がそれに件う０であるか
　ら、どうしても生徒の家庭学習から０開放は望むことが出来まい。ことに内容が広い歴史学習を進
　めていくために、教師はどうしても生徒へ予習を課せざる七得ない。
　　改めて云うまでもなく、教室時限の学習を四つ０部分に分けよとならば導入・探究・概括及び課
　題※6(Zﾆ)四っが挙げられよう。所がこ(Z)最終部分たる課題は、実際においては殆ど考慮が払われて
　いないように見受けられる。研究集会或いは激育実習､期間内に行なわれる｢研究授業｣に訃いてす
　ら、充分な課題部面が指導された(Z:)を筆者が見たことは非常に稀れである。
　　授業が生徒の学習を指導すべきも０である以上、課題が車要なことは云うまでもないし、更に授
　業時数０不足が宿題によって補わねばならぬ時、教師０こ０面に対する無頓着は危惧なきを得な
い。教師は学習内容０進行に専念する余り、課題はおろか概括ｐ部分すら行えぬも０もある。課題
　に関して云うならば、｢来週は次０四頁を読んで来い。｣と指示するだけでもまだよしとしなけれぼ
　なるまい。しかし、生徒はこ０ような指示に対して、いかなる反応を示すか。或る生徒は次の四頁
　を暗記することゝ考えているかも知れぬし、或る者は全く聞き流しておるかも知れない。しかし、
　これも一種の宿題である以上、教師は一応読まれたも０として次０時間を進めていくであろう。上
　述皿０自主的学習０訓練が行われた生徒なら、そ０脈変心指示によっても充分課題として０役目を
　果し得るかも知れぬが、一般には無意味である。即ち吸師は次(Z)時間に質問し、読まれたことを発
　表させることによって進めようとしても失敗するで'あろう。
　　｢次０四頁を読んで来い。｣という指示０仕方は、教師のちよっとした工夫一つまり問題０形
　で提出することによって、目標がもっと明確にされ得る。しかし問題(Z)形で提出するとしても、そ
　れが生徒の有する能力、或いは手許０資料によって充分解決出来るか、又はそれに要する勉学の時
　間を考慮することがなかったら、同じく無意味なも０となるであろう。学級０中で上位にある生徒
　が、教科書０どこにも解決の糸口を発見し得ず、それは父兄ｐ力を借り、やっと百科全書によって
6 Arthur Ｃ. Bining and David H. Bining: Teaching the Social Studiesin Secondary Schoo】s,1941,
　NewYork and London, McGraw-Hill Book Company, p.231: 一一
　“1nthe actuallesson, there may be four essentailparts. These ａrｅ:
　(1) the review (2) the　advanced lessonバ3) the summary,･and (4) the assignment･｡ 同書は1952
　年の夏，高知大学教育学部０社会科教室において吉川潔文学士，杉村搦一文学十及び筆者の共訳によ
　る原稿本が完成しているが，翻訳権の関係で未だ上梓されていない。こ０論文は両氏の労に謝すべき
　ものが多い。尚Assignmentは割当，課題と訳するのが普通であるが場合によってﾆは宿題と云った方
　が適する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-
７
解答がされることもあり、家庭０父兄は学校の指導の拙劣さを問題にすると:とによって、子弟に自
分の時間をさまたげられた不平を晴らすといったことは日常行われている。故に教師は課題を出す
場合ヽ、果してこれは生徒自身の能力で解決出来るかどうかを考え、又その量が多きに過ぎないかを
ー考すべきである。生徒というものは、宿題をなす場合には最も容易な方法によるも０であって、
家庭０兄や友人にｰ一筆者自身も亦厖々付近の中、高校０生徒いや大学生からさえ一宿題(Z)解答
を敦えるように依頼されることがli)る。これでは宿題が生徒たち０心に張合いを感じさせ、自主的
学習の意欲に燃えているとはどうしても云えまいし宿題を課す価値もないであろう。家庭に着ける
宿題０代行者又は助力者はたとえ解答は具え得るとしてもそ０解決に対する考え方は教師のそれと
全く巽るため、生徒は大いに驚くが、彼はそれでも宿題の終了に安心してそ(Z)解答を筆記するか、
暗記する(Zﾆ)みである。これでは勉強は他人のためであって自分自身のも０とは云えないのである。
　而も家庭は学習に適当な場といえるであろうか。敗戦０ため、住居の安定が得られない今日、中
学生に居心地０よい勉強室が興えられ得るかどうか。たとえ具えられたとしても、最も生徒の勉強
しなけれぼならぬ時間に、隣室からは、生徒の心を魅くラヂオ０娯聚番組が流れてくるであろう。
そ０点、学校は少くとも生徒０学習に関しては、最も良い条件を備えている。惧重にして斂果的な
教師０管理０下に訃いて、生徒の能率はより向上するであろう。然しながら上述０如く学習が宿題
の形式で家庭へも持ち込まれなければならぬ以上、課題はもっと細心に生徒に具えられなければな
らない３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　そこで宿題は、生徒が少くとも察しみを感じつへ自力で最少限度の解決をその教科書のみで可
能ならしめる範囲０－補足的副次的な読書から波立って訃ることが望まれる。殊に今日の中学校は
六・Ξ制０実施０ため、本来ならば中学校へは通えない知能０低い生徒たちをも含んでおるわけで
あるから個人差に応じた課題をも考慮されなければなるまい。同一の問題では優秀な生徒を遊ぽせ
ることになるし、低い生徒たちにとっては負担となる。ことに現在０如く、能力別学級編成０実施
０困難な時、最少限度宿題を個人差に応じて課することによって低い生徒を助けると共に優秀な生
徒の能力を進めてやらなければならない。日本の将来は優秀な指導者を大いに必要としているから
である。しかしこの際、教師は熱心０余り、優秀な生徒へ宿題を余り沢山呉え過ぎてはならない。
激師は自分だけが学校における唯一〇教師である如く多く０課題を出したがるのであるが、生徒は
歴史以外に数多く０学科を学ばなければならぬからである。
　個人差に対する考慮はこの位にして、教師は課題を出す際、出来るだけ明確なることを心掛くべ
きである。全員が聞きとれる如く発言することは勿論、謄寫するとか黒板に書くとか(Z)手段で周知
徹底させ、必ずその際あ名解決(Z)暗示も具えられるが好ましかろう。而して問題の型で課する場合
にも、解答の一部を含めた問題の形で出し、それに慣れたら次第に純粋な問題０型に変えていき、
最後には漠然と教材０提供のみにしていくがよい聊。かくてこそ教師は生徒にとって檜むべき宿題
提供者から、理解と同情に充ちた案内者となり得るのである。
　以上０如き考慮を必要とする課題が、授業時間０終りの部分に置かれることに対して、強い反対
がなされるであろう。即ち前以て適切な課題をすべく充分な時間的配慮をしておいても、進行部或
いは概括部で以て時間が往々にしてなくなってしまうから、'学習０始めに置こうと云う０である。
しかし課題は授業から当然出てくるも０であるから、その時間０最後におかれるのが自然であろう。
かくして教師は探題の重要性を意識して、そ０ために充分な時間を用意することが出来るように習
慣づけなけれぱならない○である。
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Ｖ
　中学校吐会科日本史の学習指導において、験師は「歴史」という学科の性格においても、又「牡
会科日本史」という意味からも、これを指導するに当って、指導学習法､一二重時開法を採用する
０が望ましいと考えるも０であるが、今日（Z:）事情では許さるべくもない０で、宿題を課することに
よってその時間的不足を却って自主的学習法を身にっけさせていこうと思う。しかしそ０ためには
課題（Z）出し方、取扱い方等に関する細かな考慮が払われなければならない０であるが、現実には殆
ど配慮がなされていない。こいこ時間０最終部分に置かれる課題に対する関心を強調することを以
て本稿を終えたいと思うのである。　　　　（完）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和29年４月30日受理）
